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育っています

健康の種
もと

が

　エゴマは、ゴマ（ゴマ科ゴマ属）と名称や実の大きさが似ていますが、ゴマとはまったく別の作物で、
シソ科シソ属の１年草です。必須脂肪酸であるα -リノレン酸を多く含んでおり、記憶力の向上、血圧上
昇の抑制、アレルギー体質の改善等が期待される健康食品として注目されています。
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8
月
14
日
、
秦
野
市
農
業
委
員

会
は
、「
令
和
2
年
度
秦
野
市
農

林
業
施
策
並
び
に
予
算
に
関
す
る

要
望
書
」
を
、
秦
野
市
長
に
提
出

し
ま
し
た
。
こ
の
要
望
は
、
農
業

者
の
意
見
や
考
え
を
市
政
に
反
映

で
き
る
よ
う
、
農
業
委
員
等
を
通

じ
て
農
家
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
意
見
・
要
望
を
取
り
ま
と
め
た

も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
宮
村
会
長
を
は
じ
め

と
す
る
運
営
委
員
が
出
席
し
ま
し

た
。
市
長
と
の
懇
談
会
で
は
、
秦

野
の
農
業
の
現
状
に
つ
い
て
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
農
地
の
保
全
・
有
効
利
用

対
策
に
つ
い
て

　

農
業
を
取
り
巻
く
様
々
な
問
題

か
ら
、
荒
廃
・
遊
休
農
地
は
増
加

す
る
傾
向
に
あ
る
が
、
将
来
に
向

か
っ
て
優
良
農
地
と
し
て
確
保
・

保
全
し
有
効
利
用
が
図
ら
れ
る
よ

う
新
た
に
１
件
を
追
加
し
、
計
8

件
の
施
策
を
要
望
。

●
荒
廃
・
遊
休
農
地
の
発
生
防
止

及
び
そ
の
解
消
に
向
け
た
取
り

組
み
を
行
う
こ
と
。

●
市
街
化
区
域
内
で
防
災
協
力
農

地
に
登
録
し
て
い
る
土
地
に
対

し
固
定
資
産
税
等
の
優
遇
措
置

を
行
う
こ
と
。（
新
規
）
な
ど
。

二
担
い
手
・
経
営

対
策
に
つ
い
て

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
年
々

厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
が
、
農
業

者
以
外
の
方
が
農
業
に
高
い
関
心

を
示
す
な
ど
、
農
業
を
め
ぐ
る
環

境
は
変
化
し
つ
つ
あ
る
た
め
、
状

況
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
担

い
手
確
保
対
策
と
農
業
経
営
の
安

定
の
た
め
、
2
件
の
施
策
を
要
望
。

●
認
定
農
業
者
に
対
す
る
支
援
の

拡
充
や
、
認
定
取
得
希
望
者
に

対
す
る
助
言
・
指
導
を
行
う
こ

と
。

●
女
性
農
業
者
の
拡
大
を
図
る
た

め
支
援
体
制
の
確
立
や
、
女
性

農
業
者
の
参
入
に
つ
い
て
関
係

団
体
へ
積
極
的
に
働
き
か
け
る

こ
と
。

三
地
域
の
活
性
化

対
策
に
つ
い
て

　

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
農
業

振
興
と
、
生
産
者
を
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
地
産
地
消
の
推
進
な
ど
、

秦
野
ら
し
い
農
業
を
実
現
す
る
た

め
、
新
た
に
2
件
を
追
加
し
、
計

8
件
の
施
策
を
要
望
。

●
本
市
の
特
産
で
あ
る
落
花
生
の

特
産
振
興
と
地
産
地
消
の
推
進

の
た
め
、
現
行
の
助
成
制
度
の

拡
充
を
図
る
こ
と
。（
新
規
）

●
農
作
物
の
栽
培
に
お
い
て
必
要

不
可
欠
な
農
業
用
水
を
確
保
す

る
た
め
の
、
水
道
敷
設
や
井
戸

さ
く
井
に
お
い
て
、
規
制
緩
和
、

費
用
助
成
等
必
要
な
施
策
を
講

じ
る
事
。
な
ど
。

要望書を手渡す宮村会長（右）と高橋市長

▲左から︎
原委員、山口委員、
増田委員、高橋市長、
宮村会長、
山口会長職務代理者、
石井委員、大津委員　

「
令
和
2
年
度
秦
野
市
農
林
業
施
策

並
び
に
予
算
に
関
す
る
要
望
書
」
を

市
長
に
提
出

要
望
の
内
容

四
有
害
鳥
獣

対
策
に
つ
い
て

　

農
作
物
へ
の
被
害
、
そ
れ
に
伴

う
農
業
者
の
営
農
意
欲
の
低
下
及

び
荒
廃
・
遊
休
農
地
の
発
生
要
因

と
な
っ
て
い
る
有
害
鳥
獣
に
つ
い

て
、
そ
の
撲
滅
に
向
け
た
更
な
る

対
策
を
講
じ
る
よ
う
、
新
た
に
4

件
を
追
加
し
、
計
10
件
の
施
策
を

要
望
。

●
捕
獲
檻
等
で
の
捕
獲
研
修
だ
け

で
な
く
、
捕
獲
し
た
鳥
獣
の
処

理
等
の
研
修
も
実
施
す
る
こ
と
。

（
新
規
）

●
里
地
里
山
の
整
備
等
、
有
害
鳥

獣
を
農
地
か
ら
遠
ざ
け
農
業
被

害
を
予
防
す
る
対
策
を
講
じ
る

こ
と
。（
新
規
）

●
捕
獲
し
た
鳥
獣
を
焼
却
処
分
で

き
る
施
設
を
市
内
に
整
備
す
る

こ
と
。（
新
規
）

●
銃
器
に
よ
る
有
害
鳥
獣
の
駆
除

を
拡
充
で
き
る
よ
う
施
策
を
講

じ
る
こ
と
。（
新
規
）
な
ど
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◦
経
営
転
換
協
力
金

　

経
営
廃
止
や
経
営
転
換
な
ど
に

伴
い
、
農
地
中
間
管
理
機
構
に
貸

し
た
農
地
が
転
貸
さ
れ
た
場
合
に

支
払
わ
れ
ま
す
。

◦
貸
付
で
固
定
資
産
税
が
半
額
に

な
る

　

所
有
す
る
全
農
地
（
10
ア
ー
ル

未
満
の
自
作
地
は
残
せ
ま
す
。）

を
農
地
中
間
管
理
機
構
に
次
の
と

お
り
貸
し
付
け
た
と
き
は
所
定
の

期
間
、
固
定
資
産
税
が
半
額
に
な

り
ま
す
。

◦
10
年
以
上
15
年
未
満
の
期
間

で
貸
し
付
け
た
と
き
は
、
3

年
間

◦
15
年
以
上
の
期
間
で
貸
し
付

け
た
と
き
は
、
5
年
間

お
問
い
合
わ
せ

　

農
業
振
興
課

　

☎
８
２
︱
９
６
２
６

　

農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
を
対

象
に
、
農
業
を
や
め
る
方
や
農
業

の
規
模
を
縮
小
す
る
方
（
出
し
手

農
家
）
か
ら
、
農
地
中
間
管
理
機

構
（
公
益
社
団
法
人
神
奈
川
県
農

業
公
社
）
が
農
地
を
借
り
受
け
、

規
模
拡
大
や
新
規
参
入
を
図
る
方

に
貸
し
付
け
る
こ
と
に
よ
り
、
農

地
の
集
積
・
集
約
化
を
進
め
る
事

業
で
す
。
農
地
の
借
受
・
貸
付
希

望
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

農
地
中
間
管
理
事
業

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
利

用
状
況
調
査
を
8
月
か
ら
9
月
に

か
け
て
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
調

査
で
新
た
に
見
つ
か
っ
た
遊
休
農

地
と
思
わ
れ
る
農
地
の
所
有
者
に

対
し
利
用
意
向
調
査
を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

　

こ
の
調
査
で
は
、
所
有
者
に
対

し
て
今
後
の
農
地
利
用
の
意
向
を

確
認
し
ま
す
。
①
農
地
中
間
管
理

機
構
（
公
社
）
を
利
用
す
る
、
②

自
ら
所
有
権
の
移
転
又
は
賃
借
権

そ
の
他
の
使
用
収
益
を
目
的
と
す

る
権
利
の
設
定
若
し
く
は
移
転
を 

行
う
（
利
用
権
を
設
定
し
担
い
手

等
へ
の
貸
付
を
行
う
な
ど
）
③
自

ら
耕
作
・
管
理
す
る
（
し
て
い
る
）

等
の
項
目
を
用
意
し
ま
す
の
で
該

当
す
る
項
目
を
選
ん
で
回
答
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
調
査
時
に
休
耕
だ
っ
た

り
次
の
作
付
の
準
備
前
だ
っ
た
り

す
る
場
合
に
遊
休
農
地
と
見
え
て

し
ま
い
、
利
用
意
向
調
査
票
を
送

付
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
予

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

遊
休
農
地
が
発
生
す
る
と
、
そ

の
農
地
だ
け
で
は
な
く
周
辺
の
農

地
の
悪
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
雑

草
・
竹
の
繁
茂
、
種
子
の
飛
散
、

病
害
虫
の
発
生
、
有
害
鳥
獣
の
す

み
か
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
タ
バ
コ
・
放
火
に
よ
る
火
災

の
発
生
、
不
法
投
棄
、
悪
臭
の
発

生
な
ど
近
隣
住
民
に
対
す
る
生
活

環
境
衛
生
上
に
お
い
て
も
問
題
が

出
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
農

地
は
遊
休
化
さ
せ
ず
、
適
正
に
管

理
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
れ
が
難
し
い
場
合
は
、
担
い

手
等
へ
の
貸
し
付
け
を
考
え
て
み

て
く
だ
さ
い
。
上
記
の
農
地
中
間

管
理
事
業
の
ほ
か
、
農
業
委
員
会

の
農
地
銀
行
制
度
な
ど
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

出
し
手
に
は
、

様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
！

農
地
中
間
管
理
事
業とは

？

利
用
意
向
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　農地に建物を建てたり、駐車場や資材置場にするような、
農地を農地以外に利用することを農地転用（農転）といいま
す。市街化調整区域内の農地転用には農地法の許可が必要で
す。短期間だけの農地転用（一時転用）をするときや、農地
造成をする時も許可が必要です。
　農地を無断で転用すると農地法違反となり、転用の効力が

遊休農地
を

なくそう！

ないばかりか農地に復元しなけれ
ばなりません。復元には、多大な
費用と時間がかかります。この責
任は、転用した者だけでなく所有
者にもあります。また、工事の中
止や原状回復等の命令がなされ、
従わない場合罰則の適用もありま
すので、注意して下さい。
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施
設
ト
マ
ト
、
キ
ュ
ウ
リ
、
サ

ツ
マ
芋
を
主
に
栽
培
し
て
い
ま
す
。

今
年
で
結
婚
17
年
に
な
り
ま
す
。

新
婚
当
初
は
「
忙
し
い
時
に
畑
仕

事
を
し
て
く
れ
れ
ば
い
い
」
と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
気
が
つ
く
と

何
か
し
ら
の
仕
事
が
あ
る
。
良
い

野
菜
を
作
る
に
は
毎
日
植
物
の
成

長
を
見
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い

と
分
っ
て
い
て
も
な
か
な
か
難
し

い
で
す
。

　

10
年
ほ
ど
前
の
我
が
家
の
出
荷

形
態
は
、
市
場
、
農
協
の
集
荷
場

へ
の
出
荷
で
し
た
。
今
は
、
個
人

で
ス
ー
パ
ー
へ
の
出
荷
と
Ｊ
Ａ
の

農
畜
産
物
出
荷
場
に
変
わ
り
、
箱

で
出
荷
し
て
い
た
物
が
個
別
の
袋

詰
め
に
な
り
、
出
荷
準
備
と
ス
ー

パ
ー
に
直
接
納
品
に
行
く
た
め
昔

よ
り
出
荷
に
時
間
が
か
か
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
少
し
で
も
手

伝
っ
て
も
ら
え
な
い
か
と
思
い
実

家
に
連
絡
を
取
っ
て
か
ら
父
と
母

が
ほ
ぼ
毎
日
手
伝
い
に
来
て
く
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
は

父
、
母
の
力
が
な
け
れ
ば
仕
事
が

ま
わ
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
た

ま
に
口
ゲ
ン
カ
も
し
ま
す
が
と
て

も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

人
手
不
足
や
鳥
獣
に
よ
る
害
等

色
々
な
問
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

で
も
農
業
は
自
分
の
ア
イ
デ
ア
で

変
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
楽
し
い
で

す
。

　

昨
年
加
工
場
が
完
成
し
こ
れ
か

ら
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
販
売
や
商

品
開
発
の
手
伝
い
が
出
来
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

ベ
テ
ラ
ン
の
夫
婦
が
大
勢
い
る

中
ま
だ
ま
だ
ヒ
ヨ
ッ
コ
で
す
が
、

楽
し
く
頑
張
っ
て
農
業
人
生
を
送

れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
私
の
所
で
は
、
経
産
牛
25

頭
・
育
成
牛
12
頭
・
肉
用
子
牛
が

数
頭
い
ま
す
。
育
成
牛
は
、
県
外

の
育
成
牧
場
に
は
出
さ
ず
に
、
す

べ
て
自
家
育
成
で
行
い
、
肉
用
子

牛
は
、
生
後
1
〜
2
カ
月
で
家
畜

市
場
に
出
荷
し
、
畑
は
、
1
・
8 

ha
で
牧
草
の
作
付
を
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
中
央
農
高
畜
産
科
・
帯

広
畜
産
大
学
別
科
と
進
学
し
畜
産

を
学
び
、
卒
業
後
は
、
市
内
養
豚

場
で
3
年
間
働
き
、
そ
の
後
（
公

社
）
国
際
農
業
者
交
流
協
会
の
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
1
年
間
オ
ラ

ン
ダ
で
酪
農
研
修
を
し
、２
０
０
５ 

年
春
に
帰
国
し
就
農
し
ま
し
た
。

当
初
、
帰
国
し
て
か
ら
家
の
仕
事

は
し
て
い
ま
し
た
が
、
就
農
し
た

つ
も
り
は
な
く
、
農
業
に
限
ら
ず
、

外
で
働
く
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
、

し
ば
ら
く
は
外
に
出
て
い
て
も
良

い
か
な
？
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

が
、
帰
国
し
た
年
の
7
月
に
、
市

内
酪
農
後
継
者
の
会
『
つ
く
し
ん

ぼ
』
が
結
成
す
る
事
に
な
り
私
に

も
入
会
の
話
が
来
た
事
も
あ
り
、

就
農
の
形
を
取
り
ま
し
た
。
つ
く

し
ん
ぼ
で
は
、
会
員
の
交
流
の
他

に
、
畜
産
ま
つ
り
等
イ
ベ
ン
ト
で

の
搾
乳
体
験
を
実
施
し
た
り
し
て

い
ま
す
。

　

現
在
秦
野
市
内
に
は
、
本
町
3

軒
、
南
10
軒
、
東
2
軒
、
北
1
軒
、

西
1
軒
、
上
1
軒
の
計
18
軒
の
酪

農
家
が
毎
日
搾
乳
を
し
、
毎
日
牛

乳
工
場
へ
出
荷
し
て
い
ま
す
。
10

年
程
前
ま
で
は
県
内
の
牛
乳
工
場

単
位
で
生
乳
出
荷
組
合
が
有
り
、

雪
印
（
現
在
の
メ
グ
ミ
ル
ク
）
や

明
治
、
農
協
等
と
、
秦
野
市
内
で

も
出
荷
先
は
様
々
で
し
た
が
、
現

在
は
市
内
す
べ
て
の
牛
乳
は
、
中

井
町
に
あ
る
足
柄
乳
業
に
出
荷
さ

れ
、
足
柄
乳
業
近
郊
市
町
村
の
牛

乳
と
一
緒
に
な
り
、『
き
ん
た
ろ

う
牛
乳
』
と
フ
ジ
ス
ー
パ
ー
の
Ｐ

Ｂ
『
う
ち
の
牛
乳
で
す
』
と
し
て

販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
2
銘
柄
は
、
神
奈
川
県
産

１
０
０
％
の
生
乳
で
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
秦
野
産
の
生
乳
が
多
く
使

わ
れ
て
い
る
こ
の
商
品
を
見
か
け

た
際
に
は
、
是
非
お
手
に
取
っ
て

み
て
下
さ
い
。

農
業
人
生
20
年

原　千早（今泉）

牛
と
と
も
に
生
き
る田中　一美（上大槻）

農
家
の
声

　

全
国
農
業
新
聞
は
、
最

新
の
農
業
情
勢
の
提
供
と

解
説
、
先
進
農
家
の
経
営

紹
介
、
農
業
入
門
な
ど
読

ん
で
役
立
つ
情
報
が
満
載

で
す
。

●
毎
週
金
曜
日
発
行

●
購
読
料
月
７
０
０
円

●
お
申
し
込
み
は
、

農
業
委
員
、
推
進
委
員
、

ま
た
は
事
務
局
ま
で
。

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
８
２

－

９
６
５
４

全
国
農
業
新
聞



農
業
委
員
会活

動
報
告

（
令
和
元
年
7
月
～

令
和
元
年
10
月
）
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夫
婦
や
親
子
で
農
業
を
す
る
場

合
、
家
族
経
営
協
定
と
い
う
制
度

が
あ
る
っ
て
聞
い
た
ん
だ
け
ど
、

ど
ん
な
制
度
な
の
？

　

そ
う
な
ん
だ
。

　

な
に
か
優
遇
措
置
も

　

あ
る
の
か
な
。

　

家
族
経
営
協
定
の
目
的
は
、
家

族
経
営
が
中
心
の
日
本
の
農
業
を

よ
り
魅
力
的
な
職
業
と
す
る
た
め

に
、
世
帯
内
の
責
任
や
役
割
を
明

確
に
し
て
、
世
帯
員
そ
れ
ぞ
れ
の

意
欲
や
能
力
を
十
分
に
発
揮
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
ね
。

　

家
族
経
営
協
定
を
締
結
し
て
経

営
に
参
画
し
て
い
る
女
性
農
業
者

（
妻
な
ど
）
は
労
働
の
適
正
評
価

や
経
済
的
地
位
の
向
上
に
よ
り
、

経
営
意
識
が
高
ま
り
、
家
族
の
結

束
が
強
ま
る
効
果
が
あ
る
よ
。

　

色
々
と
あ
る
け
ど
、
例
え
ば
…

①
実
質
的
に
共
同
経
営
を
行
っ
て

い
る
場
合
夫
婦
等
に
よ
る
認
定

農
業
者
制
度
の
共
同
申
請
が
で

き
る
。

　

色
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
そ
う

ね
、
私
も
家
族
経
営
協
定
を
結
ん

で
み
よ
う
か
し
ら
。

　

詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
。

☎
８
２

－

９
６
５
４

②
認
定
農
業
等
が
い
る
場
合
、
青

色
申
告
等
を
行
う
一
定
の
要
件

を
満
た
せ
ば
農
業
者
年
金
の
基

本
と
な
る
保
険
料
（
２
万
円
）

に
対
し
て
一
定
割
合
の
国
庫
助

成
を
受
け
る
事
が
で
き
る
。

等
の
優
遇
措
置
が
あ
る
ね
。

●
総
会

7
月
25
日
、
8
月
26
日
、

9
月
25
日
、
10
月
25
日

（
主
な
審
議
案
件
と
件
数
・
面

積
は
下
表
の
と
お
り
）

●
運
営
委
員
会

7
月
16
日
、
8
月
14
日
、

9
月
13
日
、
10
月
16
日

総会の主な審議案件と件数

審　議　案　件 件数 面積（㎡）

耕作目的の売買・賃貸（3条許可） 3件 2,546

市街化調整区域内の転用（4、5条許可） 9件 8,175

市街化区域内の転用（4、5条届出） 53件 26,225

利用権の設定 16件 42,862

相続税納税猶予 7件 9,314

相 談 コ ー ナ ー

　

荒
廃
農
地
解
消
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
会
で
は
、
菩
提

地
内
の
遊
休
農
地
を
復
元
し

た
農
地
で
サ
ツ
マ
イ
モ
の
栽

培
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
26
日
に
収
穫
し
、
当

日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
た
く

さ
ん
の
サ
ツ
マ
イ
モ
を
収
穫

で
き
ま
し
た
。

　

11
月
3
日
の
文
化
の
日
に
、

開
催
さ
れ
た
第
40
回
秦
野
市

市
民
の
日
に
、
荒
廃
農
地
解

消
事
業
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
出
店

し
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
や
写
真
の
展
示
で

活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
た
り
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
参
加
募
集
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　

店
で
は
、
会
で
栽
培
・
収

穫
し
た
サ
ツ
マ
イ
モ
や
そ
の

加
工
品
を
販
売
し
ま
し
た
。

荒
廃
農
地
解
消
事
業
啓
発
活
動

「
サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
」

支援
センター
通信サ

ツ
マ
イ
モ
収
穫
！

「
市
民
の
日
」

出
店



編

集

後

記
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　農業者年金は、農業者の老後生活の安定及び福祉の向上と農業
者の確保を目的とする公的年金制度で、次の全ての条件を満たせ
ばどなたでも加入できます。

◦年間農業従事日数が60日以上
◦60歳未満の方
◦国民年金1号被保険者であること

◎確定拠出型の年金で、次の長所があります。
◦年金額が加入者数・受給者数に影響されない。
◦保険料は全額控除対象。
◦保険料の国庫補助（一定の要件が必要）。

お問い合わせ 　農 業 委 員 会 事 務 局　☎８２―９６５４
はだの都市農業支援センター　☎８１―７８００

　

収
穫
を
楽
し
み
に
日
頃
汗
水
を
流
し
、
農
作
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る

方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
最
近
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
田
畑
へ
の
被
害
、

獣
が
畦
畔
を
掘
り
起
こ
し
た
土
砂
で
農
道
が
塞
が
れ
通
行
の
支
障
と
な

る
等
、
多
く
見
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
よ
う
な
被
害
を
少
し
で
も
防
ぐ
た
め
、
地
域
ぐ
る
み
で

の
様
々
な
取
り
組
み
が
重
要
か
と
思
い
ま
す
。

（
農
業
委
員　

大
津　

信
義
）

畜産まつり開催

農業者年金に加入しませんか？

　

10
月
6
日
（
日
）
に
秦
野
市
畜
産
ま
つ

り
（
主
催
：
秦
野
市
畜
産
会
）
が
、
田
原

ふ
る
さ
と
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
子
ど
も
た
ち
を
は

じ
め
、
大
勢
の
方
が
来
場
す
る
大
盛
況
ぶ

り
で
し
た
。

　

用
意
し
た
豚
肉
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
焼
き

そ
ば
、
牛
乳
試
飲
な
ど
は
、
午
前
10
時
に

始
ま
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
正
午
に
は

完
売
す
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

動
物
（
子
牛
・
羊
・
ヤ
ギ
）
ふ
れ
あ
い

コ
ー
ナ
ー
や
乗
馬
体
験
（
ポ
ニ
ー
）、
乳

搾
り
体
験
も
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
大
人

気
で
し
た
。

　

同
時
開
催
の
畜
産
共
進
会
は
、
今
年
で

63
回
を
迎
え
ま
し
た
。
当
日
は
、
多
々
あ

る
家
畜
の
内
、
乳
牛
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
他
の
家
畜
は
事
前
に
審
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
家
畜
も
優
秀
で
あ

り
、
甲
乙
つ
け
が
た
い
立
派
な
も
の
で
、

審
査
は
難
し
か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

▲開会前の様子。晴天。牛さんたちも絶好調？！

▲審査の様子。堂々とした姿ですね。


